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教育・研究概要

研究

1）輸血の安全管理（特に細菌感染対策）:血小板

製剤の細菌混入確認試験の実施。さらに，ヘモビジ

ランス体制構築のための副作用全数調査を企画

2）適正輸血の推進に関する検討:院内の血液製

剤の使用状況の解析を行い，適正輸血の推進に有用

な方策を立案し，試行した。

3）輸血検査機器の開発:全自動輸血検査機器の

有用性の評価を実施。

教育

1）輸血免疫学:臨床免疫で講義（90分）3年生

2）輸血学基礎:医学演習講義（90分×3）3年生

3）輸血学:外科学総論講義（90分×2）4年生

4）血液センター見学:実習（90分×10）4年生

5）救急と輸血:救急医学（45分）6年生

6）輸血研修:初期研修（14時間×8）初期研修医

「点検・評価」

2006年度に田崎哲典准教授がスタッフとして参

加し，研究体制の構築と管理体制の強化を図る事が

できると思われた。第55回輸血細胞治療学会総会で

は5題，米国血液銀行協会（AABB）2006年次総会

で3題を発表することができた。しかし，大坪寛子

助教が10月より国立感染病研究所に出向し，再びマ

ンパワー不足となってしまった。

今日，輸血副作用の主たるものは細菌感染症と

TRALI（急性肺障害）であり，原因究明と予防法の

開発が求められているために，研究の主体も細菌混

入の同定法の開発に力をいれた。さらに副作用の適

正評価体制の確立のために，国家プロジェクトとし

てヘモビジランスシステムの立ち上げに，大坪助教

が乞われて参加することになったのは，本学の対応

が認められたものとして評価できると考える。

教育に関しては19年度に講義枠が拡大され，学会

推奨の輸血教育カリキュラムに近づけることができ

た。また，20年度は講義2枠が減少したが，実習（3

時間）が追加された事により，さらに効率的な輸血

教育を実施できそうである。

星は，日本輸血細胞治療学会の法人担当理事とし

て，法人事業の運営を軌道にのせる事で，社会的貢

献をめざした。

従って，自己評価では前年に引き続き80点と考え

ているが，前年度に引き続き本年度も，大学院規定

の論文数の作成目標を達成できなかった事が残念で

ある。
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